
平
成
十
九
年
五
月
十
七
日
提
出

質

問

第

二

三

一

号

一
九
八
一
年
五
月
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
を
め
ぐ
る
閣
内
不
統
一
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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一
九
八
一
年
五
月
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
を
め
ぐ
る
閣
内
不
統
一
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
五
月
十
六
日
付
東
京
新
聞
二
面
に
「
政
暦

五
月
十
六
日

伊
東
外
相
が
辞
任

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十

六
）
」
と
の
見
出
し
で
、

「
こ
の
日
、
伊
東
正
義
外
相
が
記
者
会
見
し
、
鈴
木
善
幸
首
相
に
辞
表
を
提
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

混
乱
の
き
っ
か
け
は
七
、
八
の
両
日
に
行
わ
れ
た
鈴
木
首
相
と
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
の
首
脳
会
談
後
、
日
米
共
同
声
明
を

発
表
し
た
時
に
さ
か
の
ぼ
る
。
声
明
に
は
、
初
め
て
日
米
の
『
同
盟
』
と
い
う
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
鈴
木
首
相
は
『
同

盟
』
に
、
軍
事
的
意
味
合
い
は
含
ま
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
が
、
伊
東
外
相
は
『
当
然
含
ま
れ
る
』
と
明
言
。
閣
内
不

統
一
に
陥
っ
た
の
だ
。

鈴
木
首
相
は
、
共
同
声
明
が
首
脳
会
談
の
終
了
前
に
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
会
談
の
結
果
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の

不
満
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
方
、
伊
東
外
相
は
日
米
関
係
に
ヒ
ビ
が
入
る
の
を
懸
念
し
、
あ
え
て
首
相
に
反
旗
を
翻
す
こ

と
に
な
っ
た
。

首
相
が
不
満
を
持
つ
内
容
の
外
交
文
書
が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
政
治
が
い
か
に
官
僚
主
導
だ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
証
明
す
る
材
料
と
も
い
え
る
。
」

一



と
い
う
記
事
（
以
下
、
「
東
京
新
聞
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
東
京
新
聞
記
事
」
に
は
、
一
九
八
一
年
五
月
七
、
八
日
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
（
以
下
、
「
日
米
首
脳
会
談
」
と

い
う
。
）
後
の
終
了
前
に
日
米
共
同
声
明
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
会
談
の
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
事
実
か
。

三

「
東
京
新
聞
記
事
」
に
あ
る
よ
う
に
、
鈴
木
善
幸
首
相
が
不
満
を
持
つ
内
容
の
外
交
文
書
が
発
表
さ
れ
た
事
実
が
あ
る

か
。

四

官
僚
主
導
の
定
義
如
何
。

五

「
東
京
新
聞
記
事
」
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
政
治
は
官
僚
主
導
で
行
わ
れ
て
い
た
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る

か
。

六

閣
内
不
統
一
の
定
義
如
何
。

七

「
日
米
首
脳
会
談
」
後
に
発
表
さ
れ
た
日
米
共
同
宣
言
を
巡
り
、
閣
内
不
統
一
が
あ
っ
た
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


